2008年4月23日


2008年度第1回コアメンバー会議 
議事要録と対応策
＜決定・承認事項＞
・2008年度の予算配分額は，各班の要求額を積み上げると列島プロジェクトに配分された総額を大きく上回ってしまうので，調整をおこなう。決定次第，湯本から各班長に連絡する（→4月17日連絡済）。

・湯本から最終的な成果の取りまとめ方法について，「シリーズ本」を制作する方針が説明され，具体的な内容について検討を進めることにした。

・これに関連し，第1回編者会議を2008年7月26日（土）に開くことにした。

・2008年度の列島プロジェクト行事として，2008年9月13日（土）－15日（月・祝）に，阿蘇で「阿蘇・くじゅう草原シンポジウム―草原の歴史を探る（仮題）」シンポジウム／ワークショップを開催することにした。

・次回コアメンバー会議は，9月の草原シンポジウムの際に開催することにした。

・2008年度全体会議は，12月6日（土）－7日（日）に京都で開催することになっている。

＜シリーズ本の目次・執筆者決定までの行程表＞

1.　湯本目次案提示（→4月24日連絡済）　編者・メンバー全員に。＊トップダウン
2.　編者を中心に，湯本目次案の方針（テーマや骨子）を踏まえつつ，班員とも相談して編者修正案を作成し，7月15日までに中央に投げ返す。　＊ボトムアップ
　　各巻に編者が二人いるので，その間の議論を早い段階でしてほしい。

3.　必要に応じて，中央⇔編者間（コアメンバーML）で議論をおこなう

4.　 7月26日（土）の編者会議で，編者同士の意思疎通をはかり，各巻の調整をおこなう。
5.　9月のコアメンバー会議の時に，編者会議の時間を設ける。
＜そのほかの提案，個別の要望とその対応策＞
・「シリーズ本」以外の成果提示の仕方について

新書／ブックレット：ひとりずつ1冊書いて30冊くらいのシリーズにする

→個別の成果発表はぜひやってほしいが，プロジェクトとしてのまとめの本は，グループで一冊作るという形式にしたい。一冊にまとめていく過程を，新たなものを生み出す議論の場として使ってほしい。
映像：たとえばNHK特集のような映像型式

→NHKなどから依頼があれば応えるつもりだが，こちらから積極的に作ろうとは思っていない。映像になりやすい内容だけではないので。

博物館展示：たとえば巡回展など。
→依頼があった時には協力しているが，こちらから積極的に働きかけようとは思っていない。
・班で共有しておきたいデータや資料を，班の中だけで見られるような黒板をつくってほしい。

→希望する班には，地球研のFTPサーバーにフォルダを用意する。

担当：瀬尾（aseo@chikyu.ac.jp）
・プロジェクトメンバー全員のメールアドレスを共有できるようにしてほしい。

→列島プロジェクトWeb siteにメンバー限定ページを設け，そこにプロジェクトメンバーの連絡先一覧を公開すべく準備する。
掲載項目は，名前，所属，メールアドレス，専門分野。和文・英文両方で。
変更点などがあれば，高橋（keikotk@chikyu.ac.jp）に連絡してほしい。
・ウェブサイトを見ても各班が何をやっているのかわからない。

→各班からのお知らせを，連絡係のプロジェクト研究員が中心となってウェブサイトに集約する。「これを載せてほしい」といった要望は常に募集しているので，積極的に辻野（turi@chikyu.ac.jp）に連絡してほしい。各班の行事予定を一覧できるようなカレンダーも準備中である。

・「湯本の考え」をウェブサイトに載せてほしい。メッセージが伝わってこない。

→毎月1日に，湯本から定期便メールをメンバー全員に送る。
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